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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送の受信が可能な携帯端末装置であって、
　放送局から送信された放送電波を受信する放送受信手段と、
　無線により通信する無線通信手段と、
　基地局から送信された基地局電波を受信する受信手段と、
　電波の電界強度を検出する電界強度検出手段と、
　情報を表示する表示手段と、を備え、
　前記表示手段は、前記無線通信手段の電界強度表示を前記放送電波の電界強度の表示に
置き換えて表示し、さらに、前記無線通信を示すマークを前記放送電波を示すマークに置
き換えて表示することを特徴とする携帯端末装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、テレビ又はラジオなどの放送受信機能を有する携帯端末装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の携帯端末装置には、放送局から送信されるテレビ放送やラジオ放送を受信する放
送受信機能を備えたものがある。この放送受信機能付携帯端末装置によれば、当該携帯端
末装置の現在位置情報を取得し、その現在位置で受信可能な放送チャネルを特定し、特定
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した放送チャネルに周波数を合わせて放送を受信するため、当該携帯端末装置の現在位置
がどこであろうと、その現在位置を含む地域の放送を視聴することができる（特許文献１
、２参照）。
【特許文献１】特開８－１６２９０９号公報
【特許文献２】特開２００３－３０９７７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、従来の放送受信機能付携帯端末装置は、当該携帯端末装置の現在位置で
受信可能な放送チャネルの電波受信状態を、受信した放送に含まれるノイズを視聴して判
断するしかないため、定量的に電波受信状態を判断することは困難であった。また、放送
チャネルの電波受信状態を確認するために放送を視聴することは、視聴者に手間をかけさ
せていた。
【０００４】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、放送局から送信される放送電波の受信状
態を定量的かつ容易に確認することができる携帯端末装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の携帯端末装置は、放送の受信が可能な携帯端末装置であって、放送局から送信
された放送電波を受信する放送受信手段と、電波の電界強度を検出する電界強度検出手段
と、情報を表示する表示手段と、を備え、前記電界強度検出手段は、前記放送電波の電界
強度を検出し、前記表示手段は、前記検出した放送電波の電界強度を表示するものである
。
【０００６】
　この構成によれば、携帯端末装置が受信した放送電波の電界強度値を表示することで、
携帯端末使用者は放送電波の電波状態を定量的かつ容易に確認することができる。
【０００７】
　また、本発明の携帯端末装置は、当該携帯端末装置の位置情報を取得する位置情報取得
手段と、前記取得した位置情報を参照して、当該携帯端末装置の受信可能な放送局のチャ
ネルを特定するチャネル特定手段と、を備え、前記放送受信手段が、前記特定した放送局
のチャネルの放送電波を受信するものを含む。
【０００８】
　この構成によれば、携帯端末装置の現在位置で受信可能な放送チャネルを特定し、特定
した放送チャネルに周波数を合わせて放送を受信するため、当該携帯端末装置の現在位置
がどこであろうと、その現在位置を含む地域の放送を視聴することができる。
【０００９】
　また、本発明の携帯端末装置は、前記表示手段が、前記取得した位置情報と、前記特定
した放送局のチャネル毎に検出した放送電波の電界強度と、を同時に表示するものを含む
。
【００１０】
　この構成によれば、携帯端末の現在位置で受信可能な放送局のチャネル毎にその放送電
波の電界強度を表示するため、携帯端末の現在位置で受信可能な全ての放送チャネルの電
波状態を即座に確認することができる。
【００１１】
　また、本発明の携帯端末装置は、前記表示手段が、前記検出した前記放送電波の電界強
度を多段階で表示するものを含む。
【００１２】
　この構成によれば、携帯端末使用者は放送電波の電波状態を即座に確認することができ
る。
【００１５】
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　また、本発明の携帯端末装置は、無線により通信する無線通信手段を備えるものを含む
。
【００１６】
　この構成によれば、携帯端末使用者は無線電波を利用して情報の送受信をすることがで
きる。
【００１７】
　また、本発明の携帯端末装置は、前記表示手段が、前記放送電波の電界強度の表示と前
記無線通信手段の電界強度表示とを共用することを特徴とするものを含む。
【００１８】
　この構成によれば、表示部分の共用化により小型化を図ることができる。
【００１９】
　また、本発明の携帯端末装置は、前記位置情報取得手段が、前記無線通信手段により当
該携帯端末装置の基地局から前記位置情報を取得するものを含む。
【００２０】
　上記構成によれば、携帯端末装置の現在位置を特定する機能を携帯端末装置に設けるこ
と無しに、簡単に位置情報を取得できる。
【００２１】
　また、本発明の携帯端末装置は、前記放送受信手段は、少なくともテレビ放送電波また
はラジオ放送電波を受信するものを含む。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の携帯端末装置によれば、放送局から配信される放送電波の受信状態を定量的か
つ容易に確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明の携帯端末装置の実施の形態として、第１実施形態ではテレビ放送受信機
能を有する携帯電話機を、第２実施形態ではラジオ放送受信機能を有する携帯電話機を、
図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
　（第１実施形態）
　図１に、本発明の第１実施形態の携帯電話機の構成を示すブロック図を示す。携帯電話
機１は、ＣＰＵ２と、ＣＰＵ２と接続されたテンキーや各種機能キーからなる入力部３と
、携帯アンテナ４を介して移動体通信の基地局と無線通信を行い、基地局から地域コード
を受信する無線通信部５と、テレビアンテナ６を介してテレビ放送局からテレビ放送を受
信するテレビ放送受信部７と、受信したテレビ放送やテレビ放送の受信電界レベルなどを
表示する表示部８と、放送の音声などを出力する音声出力部９と、ＣＰＵ２により実行さ
れる制御プログラム１０及び地域コード毎に受信可能な放送局を登録したテレビチャネル
登録テーブル１１などを格納するＲＯＭ１２と、必要に応じて読み込まれたプログラム及
びデータなどを一時的に記憶するＲＡＭ１３と、を含んで構成される。
【００２５】
　ＣＰＵ２は、ＲＯＭ１２に格納された制御プログラム１０を必要に応じてＲＡＭ１３上
に読み込み、入力部３からの操作に従って、テレビ放送を受信し、テレビ放送の受信電界
レベルを表示する処理などを実行する。
【００２６】
　図２に、本発明の第１実施形態のテレビチャネル登録テーブルの例を示す。図２に示す
ように、テレビチャネル登録テーブル１１は、地域コード２１ごとに受信可能なチャネル
２２を登録したものである。例えば、地域コード「１０１」において受信可能なチャネル
２２「１３ｃｈ」、「１５ｃｈ」、「１８ｃｈ」が登録されているが、地域コード「１０
１」において受信できない他のチャネルは、登録されていない。地域コード２１は、携帯
電話機１が無線通信を行う基地局から受信するもので、携帯電話機１の現在地の位置情報
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を示す。テレビチャネル登録テーブル１１から地域コード２１に対応させた、次段落で述
べるテレビチャネル一覧画面を作成して、表示部８に表示する。
【００２７】
　図３に、本発明の第１実施形態のテレビチャネル一覧画面の例を示す。図３に示すよう
に、表示部８に表示したテレビチャネル一覧画面３１には、現在地３２と、現在地におい
て受信可能なテレビチャネル一覧表３３と、テレビの受信電界レベル３４などが表示され
る。テレビチャネル一覧表３３で、例えば「●」によって指定されたチャネルの受信電界
強度が、テレビの受信電界レベル３４に表示される。テレビチャネル一覧表３３で選択し
たチャネルによって放送されるテレビ番組を表示部８に表示し、音声を音声出力部９から
出力する。
【００２８】
　図４に、本発明の第１実施形態の表示部の表示例を示す。図４（ａ）は、表示部の第１
の表示例、図４（ｂ）は表示部の第２の表示例である。図４（ａ）の表示部４１には、受
信したテレビ放送４２と、テレビ放送の受信電界レベル４３と、基地局との無線通信の受
信電界レベル４４などが表示される。表示部４１では、受信したテレビ放送４２の隅にテ
レビの受信電界レベル４３を設けている。表示部４１では、テレビ放送の受信電界レベル
４３と無線通信の受信電界レベル４４とを表示部４１に表示したので、テレビ放送の電波
状態と無線通信の電波状態を同時に知ることができる。図４（ｂ）の表示部４５には、受
信したテレビ放送４２と、テレビの受信電界レベル４３などが表示される。表示部４５は
、図４（ａ）の無線通信の受信電界レベル４４をテレビ放送の受信電界レベル４３に置き
換えて表示したものである。
【００２９】
　テレビ放送の受信電界レベル３４、４３は、放送電波マークを表示する。図５に、本発
明の第１実施形態の放送電波マークの拡大図を示す。放送電波マーク５１は、放送塔マー
ク５２と、長さの異なる３本のアンテナバー５３からなる。放送塔マーク５２は、アンテ
ナバー５３によって表示される受信電界レベルが放送用電波のものであることを示し、無
線通信用電波のものと区別することができる。
【００３０】
　３本のアンテナバー５３によって受信電界レベルを表示する技術は、すでに公知である
。例えば、テレビ放送の受信電界レベル３４、４３は、受信した映像信号電圧の高低によ
って行う。映像信号電圧が高いときは、アンテナバー５３を３本表示して電界強度が強く
良好なテレビ放送が得られることを通知し、映像信号電圧が中くらいのときは、アンテナ
バー５３を２本表示して受信電界強度が中程度でほぼ良好なテレビ放送が得られることを
通知し、映像信号電圧が低いときは、アンテナバー５３を１本表示し、受信電界強度が弱
くてテレビ放送が悪いことを通知し、映像信号電圧がかなり低いときは、アンテナバー５
３を表示しないで、受信電界強度が微弱でテレビ放送が乱れ切断される恐れがあることを
通知し、映像信号電圧が殆ど検出できないときは、「圏外」を表示してテレビ放送が受信
できないことを通知する。
【００３１】
　以上のように構成された携帯電話機１によるテレビ放送を受信する処理について、図６
から図８を参照して説明する。図６に、本発明の第１実施形態の携帯電話機によるテレビ
放送を受信する際の処理フロー図を示す。携帯電話機１による処理は、図１に示す制御プ
ログラム１０をＣＰＵ２が実行することによって制御される。図６に示すように、携帯電
話機１のユーザが、携帯電話機１の入力部３からテレビ受信を要求すると（Ｓ１０１；Ｙ
ＥＳ）、無線通信部５は基地局に対して位置通知要求を送信し（Ｓ１０２）、基地局から
現在地の地域コードを受信する（Ｓ１０３）。
【００３２】
　まだ、放送を受信していないので（Ｓ１０４；ＮＯ、Ｓ１０５；ＮＯ）、チャネル選択
処理においてユーザが視聴したいチャネルを選択すると（Ｓ１０６）、テレビ放送受信部
７は、選択したチャネルに合わせてテレビ放送を受信し、受信したテレビ放送の受信電界
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強度を測定する。図４に示すように、表示部８は、受信したテレビ放送の受信電界強度に
基づいた受信電界レベル４３を表示し（Ｓ１０７）、テレビ放送４２を表示部４１に表示
し、音声出力部９は音声を出力する（Ｓ１０８）。Ｓ１０６の処理の詳細は図７を参照し
て、Ｓ１０７の処理の詳細は図８を参照して、後述する。
【００３３】
　Ｓ１０８の状態から、ユーザが表示中のテレビ放送の視聴を取りやめ、他のチャネルに
切り替えると（Ｓ１０９；ＹＥＳ）、Ｓ１０７に戻り、再び、テレビ放送受信部７は、切
り替えたチャネルに合わせてテレビ放送を受信し、新たに受信したテレビ放送の受信電界
強度を測定する。表示部８は、新たに受信したテレビ放送の受信電界強度に基づいた受信
電界レベル４３を表示し（Ｓ１０７）、新たに受信したテレビ放送４２を表示部４１に表
示し、音声出力部９は音声を出力する（Ｓ１０８）。
【００３４】
　Ｓ１０８の状態から、ユーザが他のチャネルに切り替えずに（Ｓ１０９；ＮＯ）、図３
に示すテレビチャネル一覧画面３１に切り替えると（Ｓ１１０；ＹＥＳ）、Ｓ１０６に戻
って、チャネル選択処理によりユーザが次のチャネルを選択するのを待つ（Ｓ１０６）。
【００３５】
　Ｓ１０７で表示したテレビの受信電界レベルが所定値を超えていれば（Ｓ１１１；ＮＯ
）、Ｓ１０７に戻って再び表示中のチャネルの受信電界強度を再測定して、テレビの受信
電界レベル表示４３を出力する処理を行う（Ｓ１０７）。
【００３６】
　Ｓ１０７で表示した受信電界レベルが所定値以下になったとき（Ｓ１１１；ＹＥＳ）、
携帯電話機１の位置が大きく移動した可能性があるので、Ｓ１０２に戻り、再び無線通信
部５から基地局に対して位置通知要求を送信し（Ｓ１０２）、基地局から再び地域コード
を受信する（Ｓ１０３）。
【００３７】
　前回受信した地域コードと新たに受信した地域コードが同じで変更が無ければ（Ｓ１０
４；ＹＥＳ）、一時的にテレビの受信電界レベルが低くなったものとし、Ｓ１０７に進み
、再び、現在受信中のチャネルの受信電界レベル４３を行い（Ｓ１０７）、視聴していた
テレビ番組を継続して受信する（Ｓ１０８）。
【００３８】
　Ｓ１０４において、放送を受信中であって、前回受信した地域コードと新たに受信した
地域コードが異なった場合であっても（Ｓ１０４；ＮＯ）、テレビチャネル登録テーブル
１１で新たに受信した地域コード２１に登録されたチャネル２２を検索し、受信中のチャ
ネルが登録されていれば（Ｓ１０５；ＹＥＳ）、Ｓ１０７に進む。一方、受信中のチャネ
ルが登録されていなければ（Ｓ１０５；ＮＯ）、同じテレビ放送を継続して受信すること
は不可能なので、視聴中のテレビ番組の受信を中止して、ユーザが、新しい地域コード２
１に登録されたチャネルから視聴したいチャネルを選択できるように、再び、チャネル選
択処理を実行する（Ｓ１０６）。
【００３９】
　図６の処理は、携帯電話機１の電源をＯＦＦしたとき、または、テレビ受信を止めたと
き終了する。
【００４０】
　次に、Ｓ１０６のチャネル選択処理について詳細に説明する。図７に、本発明の第１実
施形態の携帯電話機によるチャネル選択の処理フロー図を示す。図２のテレビチャネル登
録テーブル１１の地域コード２１を検索して、図６のＳ１０３で受信した地域コードと同
じ地域コード２１に登録されている受信可能なチャネル２２を取得して、図３に示すテレ
ビチャネル一覧表３３を作成し（Ｓ２０１）、作成したテレビチャネル一覧画面３１を表
示する（Ｓ２０２）。
【００４１】
　テレビチャネル一覧画面３１は、初め一番上のチャネルが「●」によって指定されるの
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で、「●」で指定されたチャネルの受信電界強度を測定し、測定した受信電界強度に基づ
く受信電界レベルをテレビチャネル一覧画面３１に表示する（Ｓ２０３）。Ｓ２０３の処
理は図８において説明する。
【００４２】
　ユーザがテレビチャネル一覧画面３１上の「●」を移動させて別のチャネルを指定する
と（Ｓ２０４；ＹＥＳ）、Ｓ２０３に戻ってテレビ放送受信部７を別のチャネルの受信電
界強度を再測定し、再測定した受信電界強度に基づく受信電界レベルをテレビチャネル一
覧画面３１に再表示する（Ｓ２０３）。
【００４３】
　テレビチャネル一覧画面３１で視聴するチャネルが選択されると（Ｓ２０５；ＹＥＳ）
、図６のＳ１０７に戻り、選択されたチャネルで放送されるテレビ放送を受信する。
【００４４】
　Ｓ２０３で表示した受信電界レベルが所定値を超えていれば（Ｓ２０６；ＮＯ）、再び
Ｓ２０３に戻り、「●」で指定されたチャネルの受信電界強度を再測定して、テレビチャ
ネル一覧画面３１の受信電界レベル３４を再出力する処理を行い（Ｓ２０３）、入力部３
からの操作を待ちながらＳ２０３からＳ２０６の処理を繰り返す。
【００４５】
　Ｓ２０３で表示した受信電界レベルが所定値以下になった場合（Ｓ２０６；ＹＥＳ）、
無線通信部５から基地局に対して位置通知要求を再送し（Ｓ２０７）、基地局から再び地
域コードを受信する（Ｓ２０８）。新たに受信した地域コードと前回受信した地域コード
とが同じで変更が無ければ（Ｓ２０９；ＮＯ）、Ｓ２０３に戻って「●」で指定されたチ
ャネルの受信電界強度を再測定して、テレビチャネル一覧画面３１の受信電界レベル３４
を再出力する処理を行う（Ｓ２０３）。
【００４６】
　Ｓ２０９において、前回受信した地域コードと新たに受信した地域コードが異なり、地
域コードが変更されていれば（Ｓ２０９；ＹＥＳ）、Ｓ２０１に戻って、図２のテレビチ
ャネル登録テーブル１１の地域コード２１を検索して、新たに受信した地域コードと同じ
地域コード２１に登録されている受信可能なチャネル２２を取得して、テレビチャネル一
覧画面３１を新たに作成して（Ｓ２０１）、新しいテレビチャネル一覧画面３１を表示す
る（Ｓ２０２）。
【００４７】
　Ｓ１０７、Ｓ２０３の受信電界レベル表示処理について説明する。図８に、本発明の第
１実施形態の携帯電話機における受信電界レベルを表示する処理フローを示す。図１のテ
レビ放送受信部７を指定されたチャネルに合わせ、テレビ放送電波を受信してその電波の
電圧を測定する（Ｓ３０１）。測定した電圧が、Ａ以上の場合に（Ｓ３０２；ＹＥＳ）、
図５に示すように、アンテナバー５３を３本表示するように設定し（Ｓ３０３）、Ａ未満
Ｂ以上の場合に（Ｓ３０４；ＹＥＳ）、アンテナバー５３を２本表示するように設定し（
Ｓ３０５）、Ｂ未満Ｃ以上の場合に（Ｓ３０６；ＹＥＳ）、アンテナバー５３を１本表示
するように設定し（Ｓ３０７）、さらにＣ未満Ｄ以上の場合に（Ｓ３０８；ＹＥＳ）、ア
ンテナバーを表示しないように設定して、Ｓ３０３、Ｓ３０５、Ｓ３０７またはＳ３０８
でそれぞれ設定したアンテナバー５３と共に放送塔マーク５２を表示する（Ｓ３０９）。
映像信号電圧がＤ未満の場合には（Ｓ３０８；ＮＯ）、「圏外」と表示する（Ｓ３１０）
。Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの大小関係は、Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｄである。
【００４８】
　本発明の第１実施形態の携帯電話機によれば、受信したテレビ放送の電波の電界強度を
表示することで、携帯電話機使用者は、現在地における受信可能なテレビチャネルの受信
状況を簡単に確認することができる。
【００４９】
　なお、本発明の第１実施形態の携帯電話機における図７のチャネル選択処理は、テレビ
チャネル一覧画面３１を表示してチャネルを選択させているが、チャネル選択処理は、テ
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レビチャネル一覧画面３１からチャネルを選択させる方法に限定されない。入力部３のテ
ンキーや各種機能キーに受信可能なチャネルを割り当て、キーの押下によってチャネルを
選択させるようにしてもよい。
【００５０】
　また、本発明の第１実施形態の携帯電話機は、基地局からの位置情報を基にテレビチャ
ネル登録テーブルを検索して受信可能なチャネルを取得するようにしたが、ＧＰＳ（Glob
al Positioning System）によって得られた位置情報を基にテレビチャネル登録テーブル
１１を検索して受信可能なチャネルを取得するようにしても良い。
【００５１】
　また、本発明の第１実施形態の携帯電話機は、図３のテレビチャネル一覧画面に無線通
信の受信電界レベルを表示してもよい。
【００５２】
　（第２実施形態）
　本発明の第２実施形態の携帯電話機を図９から図１３を参照して詳細に説明するが、第
１実施形態でおいてすでに説明して重複する部分については同一の符号を付して説明を省
略する。
【００５３】
　図９に、本発明の第２実施形態の携帯電話機の構成を示すブロック図を示す。携帯電話
機１００は、ラジオアンテナ１０６を介してラジオ放送塔からラジオ放送を受信するラジ
オ放送受信部１０７と、ラジオ周波数登録テーブル１１１格納するＲＯＭ１２とを含んで
構成される。
【００５４】
　ＣＰＵ２は、入力部３からの操作に従って、ラジオ放送を受信し、ラジオ放送の受信電
界レベルを表示する処理などを実行する。
【００５５】
　図１０に、本発明の第２実施形態のラジオ周波数登録テーブルの例を示す。図１０に示
すように、ラジオ周波数登録テーブル１１１は、地域コード１２１ごとに受信可能な周波
数１２２に「○」などの印を付けて登録したものである。例えば、地域コード「１０１」
において受信可能な周波数１２２「７８．０ＭＨＺ」、「７９．０ＭＨＺ」、「８０．０
ＭＨＺ」は、「○」印によって登録されているが、地域コード「１０１」において受信で
きない他の周波数１２２は、「○」印が無いので登録されていない。地域コード１２１は
、携帯電話機１が無線通信を行う基地局から受信するもので、携帯電話機１００の現在地
の位置情報を示す。ラジオ周波数登録テーブル１１１から地域コード１２１に対応させた
ラジオ周波数一覧画面を作成して、表示部８に表示する。
【００５６】
　図１１に、本発明の第２実施形態のラジオ周波数一覧画面の例を示す。図１１に示すよ
うに、表示部８に表示したラジオ周波数一覧画面１３１には、現在地１３２と、現在地１
３２において受信可能なラジオ周波数一覧表１３３と、ラジオ放送の受信電界レベル１３
４が表示される。ラジオ周波数一覧表１３３で、例えば「●」によって指定された周波数
の受信電界強度が、ラジオ放送の受信電界レベル１３４に表示される。ラジオ周波数一覧
表１３３で選択した周波数で放送されるラジオ番組の音声を音声出力部９から出力する。
【００５７】
　ラジオ放送中、表示部８はどのような画面を表示していてもよいが、例えば、第１実施
形態の図４に示すテレビ放送の受信電界レベル４３のように、ラジオ放送の受信電界レベ
ルを出力する。このとき、図４（a）のように、ラジオ放送の受信電界レベルと無線通信
の受信電界レベルを表示してもよいし、図４（ｂ）のように、ラジオ放送の受信電界レベ
ルのみを表示してもよい。ラジオ放送の受信電界レベルも、図５の放送電波マーク５１に
よって表示し、無線通信の電波状態表示と区別することができる。
【００５８】
　図１２に、本発明の第２実施形態の携帯電話機によるラジオ放送を受信する際の処理フ
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ロー図を示す。Ｓ１０１からＳ１０４の処理、及びＳ１１１とＳ１１２の処理は、図６に
示す第１実施形態の携帯電話機によるテレビ放送を受信する際の処理フロー図と同じ処理
を行う。まだ、ラジオ放送を受信していないので（Ｓ４０４；ＮＯ、Ｓ４０５；ＮＯ）、
周波数選択処理においてユーザが聴きたいラジオの周波数を選択すると（Ｓ４０６）、ラ
ジオ放送受信部１０７は、選択した周波数に合わせてラジオ放送を受信し、受信したラジ
オ放送の受信電界強度を測定する。表示部８は、受信したラジオ放送の受信電界強度に基
づいた受信電界レベルを表示し（Ｓ４０７）、音声出力部９はラジオ放送を出力する（Ｓ
４０８）。Ｓ４０６の処理の詳細は図１３を参照して後述する。
【００５９】
　Ｓ４０８の状態から、ユーザが受信中のラジオ放送の傾聴を取りやめ、他の周波数に切
り替えると（Ｓ４０９；ＹＥＳ）、Ｓ４０７に戻り、再び、ラジオ放送受信部１０７は、
切り替えた周波数１２２に合わせてラジオ放送を受信し、新たに受信したラジオ放送の受
信電界強度を測定する。
【００６０】
　Ｓ４０８の状態から、ユーザがラジオ番組の傾聴中に他の周波数に切り替えずに（Ｓ４
０９；ＮＯ）、図１１のラジオ周波数一覧画面１３１に切り替えると（Ｓ４１０；ＹＥＳ
）、Ｓ４０６に戻って、周波数選択処理によりユーザが次に聴きたいラジオの周波数を選
択するのを待つ（Ｓ４０６）。
【００６１】
　次に、Ｓ４０６の周波数選択処理について詳細に説明する。図１３に、本発明の第２実
施形態の携帯電話機による周波数選択の処理フロー図を示す。図１０のラジオ周波数登録
テーブル１１１の地域コード１２１を検索して、図１２のＳ４０３で受信した地域コード
と同じ地域コード１２１に登録されている受信可能な周波数１２２を取得して、図１１に
示すラジオ周波数一覧表１３３を作成し（Ｓ５０１）、作成したラジオ周波数一覧画面１
３１を表示する（Ｓ５０２）。
【００６２】
　ラジオ周波数一覧画面１３１は、初め一番上の周波数が「●」によって指定されるので
、「●」で指定された周波数１２２の受信電界強度を測定し、測定した受信電界強度に基
づく受信電界レベルをラジオ周波数一覧画面１３１に表示する（Ｓ５０３）。
【００６３】
　ユーザがラジオ周波数一覧画面１３１上の「●」を移動させて別の周波数を指定すると
（Ｓ５０４；ＹＥＳ）、Ｓ５０３に戻ってラジオ放送受信部１０７を指定された別の周波
数１２２の受信電界強度を再測定し、再測定した受信電界強度に基づく受信電界レベルを
ラジオ周波数一覧画面１３１に再表示する（Ｓ５０３）。
【００６４】
　ラジオ周波数一覧画面１３１で聴きたいラジオの周波数が選択されると（Ｓ５０５；Ｙ
ＥＳ）、図１２のＳ４０７に戻り、選択した周波数のラジオ放送を受信する。
【００６５】
　Ｓ４０７、及びＳ５０３の受信電界レベル表示処理は、ラジオ放送受信部１０７に設け
られた電界強度検出回路（図示しない）などで検出した電界強度を用いて、図８と同様の
処理を行い、表示部８にラジオの受信電界レベルを表示する。
【００６６】
　本発明の第２実施形態の携帯電話機によれば、受信したラジオ放送の電波の電界強度を
表示することで、携帯電話機使用者は、現在地における受信可能なラジオ放送の受信状況
を簡単に確認することができる。
【００６７】
　尚、本発明の第１実施形態では、テレビ放送受信機能を備える携帯電話機について説明
し、本発明の第２実施形態では、ラジオ放送受信機能を備える携帯電話機について説明し
たが、テレビ放送受信機能及びラジオ放送受信機能の両方の機能を備える携帯電話機など
の携帯端末装置に適用することもできる。
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【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明の携帯端末装置は、放送局から配信される放送電波の受信状態を定量的かつ容易
に確認することができるという効果を有し、テレビ又はラジオなどの放送受信機能を有す
る携帯端末装置に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の第１実施形態の携帯電話機の構成を示すブロック図
【図２】本発明の第１実施形態のテレビチャネル登録テーブルの例
【図３】本発明の第１実施形態のテレビチャネル一覧画面の例
【図４】本発明の第１実施形態の表示部の表示例
【図５】本発明の第１実施形態の放送電波マークを拡大した図
【図６】本発明の第１実施形態の携帯電話機によるテレビ放送を受信する際の処理フロー
図
【図７】本発明の第１実施形態の携帯電話機によるチャネル選択の処理フロー図
【図８】本発明の第１実施形態の携帯電話機における受信電界レベルを表示する処理フロ
ー図
【図９】本発明の第２実施形態の携帯電話機の構成を示すブロック図
【図１０】本発明の第２実施形態のラジオ周波数登録テーブルの例を示す図
【図１１】本発明の第２実施形態のラジオ周波数一覧画面の例を示す図
【図１２】本発明の第２実施形態の携帯電話機によるラジオ放送を受信する際の処理フロ
ー図
【図１３】本発明の第２実施形態の携帯電話機による周波数選択の処理フロー図
【符号の説明】
【００７０】
　１、１００　携帯電話機
　２　ＣＰＵ
　３　入力部
　４　携帯アンテナ
　５　無線通信部
　６　テレビアンテナ
　７　テレビ放送受信部
　８、４１　表示部
　９　　音声出力部
　１０　制御プログラム
　１１　テレビチャネル登録テーブル
　１２　ＲＯＭ
　１３　ＲＡＭ
　２１、１２１　地域コード
　２２　チャネル
　２３、１２２　周波数
　３１　テレビチャネル一覧画面
　３２、１３２　現在地
　３３　テレビチャネル一覧表
　３４、４３、１３４　受信電界レベル
　４２　テレビ放送
　４３　テレビ放送の電界強度レベル
　４４　無線通信の電界強度レベル
　５１　放送電波マーク
　５２　放送塔マーク
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　５３　アンテナバー
　１０６　ラジオアンテナ
　１０７　ラジオ放送受信部
　１１１　ラジオ周波数登録テーブル
　１３１　ラジオ周波数一覧画面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(13) JP 4503400 B2 2010.7.14

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(14) JP 4503400 B2 2010.7.14

10

フロントページの続き

(72)発明者  宮下　哲博
            大阪府門真市大字門真１００６番　松下電器産業株式会社内

    審査官  山中　実

(56)参考文献  特開２００４－１８０２７１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２２８６９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０７０１８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－３０９５３０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－０４４０３６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／４４５　　　
              Ｈ０４Ｍ　　　１／００　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　１７／００　　　　
              Ｈ０４Ｂ　　　１／３８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

